
米軍普天間飛行場配備の垂直離着陸輸送機オスプレイＭＶ22が７月15

日、同飛行場から神奈川県の厚木基地を経て、キャンプ富士（静岡県御

殿場市）まで飛行しました。私たちは断固抗議します。

今回のオスプレイ飛行の目的は人員輸送としていますが、人員を輸送

するためなら普通のヘリや飛行機で十分です。どう見ても、飛行訓練を

兼ねた何らかな意図があってもおかしくはありません。現在国会（参議

院予算委員会）では、集団的自衛権の議論がされています。その中での

オスプレイ飛行は挑発行為とも受け止めることができます。

言うまでもなく、安

倍政権は「戦争のでき

る国」づくりのための

施策を強引かつ傲慢に

推し進めています。自

衛隊にもオスプレイ配

備が計画されています。

やがては、日本全国に

オスプレイを配備し、

日本国中いや、世界中

を飛び回ることが画策

されているのではない

でしょうか。

オスプレイは戦争の

ための道具です。ＪＲ

東海労は、一切の戦争

政策に反対し、反戦・

平和の闘いを断固推し

進めていきます。

ＪＲ東海労ニュース
オスプレイ飛行に断固抗議する！
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ＪＲ東海労働組合
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